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コ
ラ
ム

玉川渓谷と飯
いい

豊
で

梅
かい

花
ら

皮
ぎ

荘
そう

（山形県小
お

国
ぐに

町
まち

）

玉川は飯豊連峰を源とし、豊富で
清冽な水によって形作られた、澄
んだエメラルドグリーンに輝く美
しい渓流。その渓谷美は、切り立
った断崖や周囲の自然が見事に調
和し、撮影スポットとしても最適。
国民宿舎の飯豊梅花皮荘は飯豊
温泉を代表する宿。雄大な飯豊
連峰が背後にそびえ、眼下には玉
川の渓流が流れる見事な景観。

写真キャプション

特
定
の
町
村
と
永
く
付
き
合
っ
て
い
く

と
、
現
在
の
状
況
が
ど
ん
な
背
景
か
ら
生

ま
れ
て
き
た
の
か
理
解
で
き
る
こ
と
が
あ

る
。
１
年
ほ
ど
前
、
山
形
県
小
国
町
を
訪

ね
た
時
、
前
副
町
長
か
ら
古
い
新
聞
記
事

の
コ
ピ
ー
を
い
た
だ
い
た
。
昭
和
42
年
の

全
国
紙
の
社
説
で
、
そ
こ
に
は
小
国
町
と

岩
手
県
沢
内
村
の
試
み
が
解
説
し
て
あ
っ

た
。
社
説
と
し
て
は
珍
し
く
、
山
村
の
２

町
村
に
つ
い
て
触
れ
、
全
国
で
初
め
て
経

済
企
画
庁
（
当
時
）
の
後
押
し
で
、
山
村

開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
、
今
後

の
農
山
村
開
発
の
将
来
を
示
す
も
の
だ
と

書
か
れ
て
い
る
。
過
疎
法
が
で
き
る
3
年

前
の
こ
と
だ
。

総
合
セ
ン
タ
ー
の
こ
と
は
故
伊
藤
善
市

先
生
か
ら
も
聞
い
て
い
た
。
編
集
担
当

だ
っ
た
月
刊
『
地
域
開
発
』
に
、
総
合
セ

ン
タ
ー
と
生
活
圏
整
備
構
想
に
つ
い
て
、

後
に
町
助
役
と
な
っ
た
故
高
橋
睦
美
さ
ん

に
執
筆
し
て
貰
っ
た
の
が
昭
和
47
年
2
月

で
、
こ
れ
が
小
国
町
と
の
最
初
の
き
っ
か

け
だ
。
そ
の
後
町
と
は
、
ス
イ
ス
・
オ
レ

ゴ
ン
山
間
過
疎
研
修
、
大
学
ゼ
ミ
合
宿
、

集
落
機
能
調
査
、
総
合
計
画
や
過
疎
計
画

の
策
定
な
ど
、
多
く
の
関
り
を
持
ち
山
村

の
実
態
と
課
題
を
学
ん
だ
。

昭
和
60
年
、
小
国
町
は
先
端
山
村
研
究

所
を
立
ち
上
げ
、
職
員
が
農
山
村
政
策
の

専
門
家
と
組
み
、
地
域
課
題
解
決
の
政
策

形
成
拠
点
と
し
た
。
そ
の
後
、
林
野
庁
な

ど
中
央
省
庁
と
の
交
流
人
事
、
地
域
づ
く

り
関
連
組
織
へ
の
職
員
派
遣
、
全
国
町
村

会
の
地
域
農
政
未
来
塾
や
全
国
地
域
リ
ー

ダ
ー
養
成
塾
（
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
）

な
ど
通
年
型
研
修
へ
の
職
員
の
参
加
等
、

町
と
し
て
積
極
的
に
人
材
育
成
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
こ
の
こ
と
は
職
員
の
能
力
開

発
は
勿
論
、
人
脈
拡
大
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
拡
充
と
な
り
、
政
策
形
成
や
ま
ち
づ
く

り
を
担
う
役
場
の
活
力
の
醸
成
と
人
材
の

蓄
積
と
な
っ
て
き
た
。

こ
こ
数
年
の
小
国
町
の
ま
ち
づ
く
り
は

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
マ
ル
チ
ワ
ー

ク
事
業
協
同
組
合
は
若
い
移
住
者
を
組
織

の
中
核
に
据
え
立
上
が
っ
た
。
移
住
者
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
“
つ
む
ぐ
”
は
、
女
性
職
員

が
移
住
者
の
相
談
に
の
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
、
今
で
は
57
人
が
会
員
と
な
り
、
定
住

や
起
業
に
繋
が
っ
て
い
る
。
若
者
の
ま
ち

づ
く
り
を
支
援
す
る
「
地
域
未
来
塾
」
で

も
リ
ー
ダ
ー
が
育
ち
、
キ
ノ
コ
栽
培
に
取

り
組
む
青
年
、
酒
米
の
栽
培
と
酒
蔵
の
再

生
を
め
ざ
す
若
者
も
活
躍
す
る
。
県
立
小

国
高
校
の
地
域
み
ら
い
留
学
生
も
増
加
し

て
い
る
。

こ
う
し
た
取
組
の
背
後
に
は
、
研
修
や

交
流
で
鍛
え
ら
れ
て
き
た
若
手
職
員
の
存

在
が
あ
る
。
ま
た
上
司
が
職
員
の
野
心
的

な
試
み
を
認
め
、
応
援
す
る
こ
と
が
、
こ

れ
ら
の
成
果
に
繋
が
っ
て
い
る
。
次
期
総

合
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
も
模
索
が
始
ま

り
、
若
い
人
材
が
取
り
組
ん
で
い
る
。

法
政
大
学
名
誉
教
授

岡お
か

﨑ざ
き　

昌ま
さ

之ゆ
き

人
材
育
成
が
拓
く
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

ローカル10,000プロジェクトの活用によるコロナ禍からの地域の再生…
総務省　地域力創造グループ地域政策課理事官　関口龍海… ………… ⑵
令和3年度　公有物件災害共済事業の概要報告… ……………………… ⑹
令和3年度　町村職員生協火災・自動車共済事業の概要報告… ……… ⑻
町村ご当地キャラじまん……………………………………………………… ⑽
おがり続けるために…………………… 岩手県紫波町長　熊谷　　泉 ……⑾
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今
回
ご
紹
介
す
る
ロ
ー
カ
ル
１
０
、
０

０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域
経
済
の
好

循
環
を
も
た
ら
す
た
め
に
、
地
域
資
源
と

資
金
を
活
用
し
た
地
域
密
着
型
事
業
の
立

ち
上
げ
を
支
援
す
る
も
の
と
し
て
、
平
成

24
年
度
に
創
設
さ
れ
た
事
業
で
あ
る
。
爾

来
、
さ
ま
ざ
ま
な
成
功
事
例
が
登
場
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
各
地
域
経
済
の
活
性
化
に
貢

献
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
も
あ
り
、
各
地
域
で
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
活
用
し
た
事
業
立
ち
上
げ
の
動
き
が

鈍
く
な
っ
て
い
る
。
岸
田
政
権
下
で
引
き

続
き
重
点
課
題
で
あ
る
地
方
創
生
や
個
性

を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
、
何
よ
り
も
各
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
未

来
を
賭
け
て
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
、
地
域
課
題
に
意
欲
的

に
取
り
組
む
起
業
環
境
の
醸
成
、
地
方
の

雇
用
の
場
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
は
極
め

て
重
要
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
と
相
ま
っ
て

東
京
か
ら
地
方
へ
の
転
出
状
況
に
顕
著
な

変
化
が
見
ら
れ
る
中
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
活
用
の
意
義
は
、
む
し
ろ
高
ま
っ
て
い

る
と
言
っ
て
良
い
。

ま
た
、
地
域
の
空
き
家
、
遊
休
公
共
施

設
、
は
た
ま
た
担
い
手
や
販
路
に
悩
む
地

域
の
特
産
品
や
技
術
等
、
地
域
を
巡
る
諸

課
題
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
立
か
ら
10

年
を
経
て
一
層
深
刻
で
も
あ
る
。

本
事
業
の
強
み
は
、
国
費
や
融
資
に

よ
っ
て
自
治
体
や
事
業
者
の
負
担
を
抑
え

事業スキーム 

       ロ ー カ ル 1 0 , 0 0 0 プ ロ ジ ェ ク ト 

   民間事業者等の初期投資費用                      

支援対象 
  対象経費は、 
  ・施設整備費 
  ・機械装置費 
  ・備品費 

自己 
資金等 

   

 公費による交付額 ※１ 

国 費 

地域金融機関による融資等 ※２     

・ 公費による交付額以上 

・無担保（交付金事業による取得財産の担保権設定は除く。） ・無保証 

・ 地域資源を活かした持続可能な事業 

・ 行政による地域課題への対応の代替となる事業 

・ 高い新規性・モデル性がある事業 

・ 地域の中核となる大学と連携して実施する事業（調査研究費等） 

地方費 

※条件不利地域かつ財政力の弱い市町村 

 の事業は国費2/3, 3/4 

 
 
・「デジタル技術」   国費10/10 
・「ローカル脱炭素」国費3/4 

 ○ 産学金官の連携により、地域の資源と資金を活用して、雇用吸収力の大きい地域密着型事業の立ち上げを支援。 
 ○ 国の重要施策（デジタル技術の活用、ローカル脱炭素の推進）と連動した事業については、重点支援。       

※１ 上限2,500万円。 融資額（又は出資額）が公費による交付額の１．５倍以上２倍未満の場合は、上限3,500万円。２倍以上の場合は、上限5,000万円
 ※２ 地域金融機関による融資の他に、地域活性化のためのファンド等による出資を受ける事業も対象

 

重点支援 

以下の①・②に該当し、全くの新規分野における事業の立ち上げであり、 

新規性・モデル性の極めて高い事業については、手厚く支援 

①生産性向上に資するデジタル技術の活用に関連する事業【国費10/10】 

②脱炭素に資する地域再エネの活用等に関連する事業【国費３/４】 

原則 1/2 

重点支援（嵩上げ） 

R４予算額 
地域経済循環創造事業交付金 5.0億円の内数 

 これまでの実績（440事業、354億円）  
（事業数は交付決定数、金額は事業実績（見込み含む）（R４年３月末時点）） 

・公費交付額  125億円 

・融資額         175億円 

・自己資金等  54億円 

ローカル10,000プロジェクトのローカル10,000プロジェクトの
活用によるコロナ禍からの地域の再生活用によるコロナ禍からの地域の再生

総務省　地域力創造グループ地域政策課理事官　総務省　地域力創造グループ地域政策課理事官　
関口龍海関口龍海

▲図１　ローカル10,000プロジェクトの概要

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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つ
つ
、
地
域
資
源
を
活
用
し
て
民
間
企
業

の
設
備
投
資
を
直
接
支
援
で
き
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
こ
こ
で
改
め
て
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
概
要
や
事
例
、
近
年
の
ト
レ
ン
ド
等

を
ご
紹
介
す
る
こ
と
で
、
町
村
会
会
員
各

位
の
地
域
に
お
け
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

の
解
決
に
際
し
て
、
ご
活
用
頂
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

11　

事
業
の
概
要

　

事
業
の
概
要

詳
細
は
図
１
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域
資
源
を
活
か
し

た
先
進
的
で
持
続
可
能
な
事
業
で
あ
っ

て
、
地
域
経
済
の
循
環
効
果
（
地
域
に
投

資
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
、
地
元
の
雇
用

を
創
出
す
る
こ
と
、
地
元
の
原
材
料
を
活

用
す
る
こ
と
等
）
を
創
出
す
る
見
込
み
の

あ
る
地
域
密
着
型
の
事
業
に
対
し
、
国
、

地
方
、
金
融
機
関
等
の
支
援
策
を
講
じ
、

そ
の
初
期
費
用
の
負
担
を
大
き
く
軽
減
し

て
、
円
滑
な
事
業
立
ち
上
げ
を
応
援
し
よ

う
と
す
る
事
業
で
あ
る
。
自
治
体
負
担
分

に
対
し
て
は
特
別
交
付
税
措
置
が
あ
り
、

デ
ジ
タ
ル
、
脱
炭
素
関
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
や
過
疎
地
域
等
で
あ
る
場
合
は
補
助
率

の
嵩
上
げ
も
あ
る
。
ま
た
、
過
疎
指
定
を

受
け
た
団
体
で
財
政
力
の
弱
い
団
体
に
も

補
助
率
が
嵩
上
げ
さ
れ
る
。

産
学
金
官
の
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
を
基

盤
に
し
て
事
業
構
想
を
立
ち
上
げ
、
地
域

の
金
融
機
関
の
審
査
を
経
て
、
総
務
省
に

申
請
す
る
。
総
務
省
で
は
、
有
識
者
に
よ

る
事
業
計
画
の
審
査
を
経
て
、
計
画
の
承

認
、
交
付
決
定
へ
と
至
る
。
こ
れ
ら
の
手

続
き
の
詳
細
等
に
つ
い
て
は
、
総
務
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
「
ロ
ー

カ
ル
１
０
、
０
０
０
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を

ご
参
照
頂
く
か
、
後
述
す
る
と
お
り
、
お

気
軽
に
総
務
省
地
域
政
策
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
頂
き
た
い
。

■�

ロ
ー
カ
ル
１
０
、０
０
０
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
：

https://w
w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_

content/000743265.pdf
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最
近
の
町
村
の
優
良
事
例

　

最
近
の
町
村
の
優
良
事
例

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
用
を
ご
検
討
頂

く
に
際
し
て
は
、そ
の
制
度
解
説
以
上
に
、

ど
の
よ
う
な
取
組
で
あ
れ
ば
活
用
可
能

か
、
具
体
的
な
事
例
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
要

で
あ
る
た
め
、
今
回
は
近
年
採
択
さ
れ
た

町
村
の
優
良
事
例
を
ご
紹
介
し
た
い
。

①�

い
の
ち
の
ね
っ
こ
育
み
事
業
～
み
ん
な

の
実い

家え

作
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～�

�

（
鳥
取
県
智
頭
町
）（
図
２
）

ま
ず
ご
紹
介
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

鳥
取
県
智
頭
町
で
行
わ
れ
て
い
る
、
古
民

家
を
活
用
し
た
産
前
産
後
ケ
ア
や
子
育
て

相
談
等
事
業
で
あ
る
。

智
頭
町
は
鳥
取
県
南
東
部
に
位
置
す
る

人
口
約
6
、
000


人
の
町
で
あ
り
、
こ

の
自
然
豊
か
な
智
頭
町
に
お
い
て
、
助
産

師
の
方
々
が
設
立
し
た
一
般
社
団
法
人
が

中
心
と
な
っ
て
、
女
性
が
楽
し
み
や
喜
び

を
も
っ
て
出
産
が
で
き
る
環
境
形
成
等
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

一
般
社
団
法
人
「
女
性
と
子
ど
も
の
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
い
の
ち
ね
」
は
、
現
代

の
女
性
が
抱
え
る
孤
独
で
機
能
化
さ
れ
た

出
産
・
子
育
て
等

の
環
境
を
改
善
す

る
こ
と
等
を
目
的

に
、
経
験
豊
富
な

有
志
の
助
産
師
の

方
々
に
よ
っ
て
、

平
成
29
年
に
設
立

さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
町
域

の
９
割
超
を
森
林

が
占
め
る
智
頭
町

の
豊
か
な
自
然
環

境
を
活
か
し
、
女

性
が
『
産
み
・
育

て
る
』
と
い
う
営

み
に
丁
寧
に
向
き

合
い
、
地
域
資
源

を
活
か
し
な
が
ら

孤
立
し
が
ち
な
産

前
産
後
の
女
性
へ

の
支
援
事
業
を

行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
森
林
セ

ラ
ピ
ー
や
ヨ
ガ
、

地
元
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
食
事
等
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
都
会
の
生
活
に
疲

れ
た
人
々
が
、
本
来
の
健
康
的
な
心
と
体

を
取
り
戻
す
手
助
け
を
行
い
、さ
ら
に
は
、

幅
広
い
世
代
の
地
域
の
人
々
の
交
流
の
拠

点
と
な
る
取
組
も
進
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
事
業
を
行
う
た
め
に
、
町
内
に

▲
図
２　

鳥
取
県
智
頭
町
の
事
例

ローカル10,000プロジェクト施策例（鳥取県智頭町） 

 いのちのねっこ育み事業～みんなの実家（いえ）作りプロジェクト～ 
 
産前産後ケア施設、女性特有の悩み解決のための講座や相談事業など心
と体のケアを行う施設として古民家を改修 

地域経済循環創造事業交付金 25,000 千円 
＋鳥取信用金庫融資 25,500 千円 

 

課題・事業背景 

地域への貢献 
○子育てが安心してできる環境整
備（いつでも誰でも相談可能な場
所） 
○地域交流の場（古の知恵の伝
承） 
○医師・助産師の研修の場 

○出産・子育ての孤独化 

 →現代社会は月経・出産・更

年期などライフステージに合わ
せて、相談しにくい環境である。 

智頭町 
立ち上げ支援 

鳥取信用金庫行 
事業継続支援 

○地域内での交流が希薄
になっている 

 

→少子高齢化、核家族化に 
より、いのちのねっこの部分 
である乳幼児期の子育てが 
孤独化している。 
○女性のライフステージ
に合わせたサポート 

古民家を産前産後ケア施設に改修 
産前ケア 
妊娠、出産前から、出産や子
育てに対する心の持ち方や
体づくりを行う。 
産後ケア 
出産後、子育てを円滑に進め
るために親子で施設に滞在。
（授乳や夜泣きの見守り） 

すべての女性のために（相談、ヨ
ガ、講座など） 
月経・更年期などの講座や様々な
相談、日常生活の不調を改善する
ためのヨガなど心と体のケアを行
う。 

地域の交流の場 
施設利用者と地域の交流を行う。
（味噌、山菜料理などの伝統食、
竹ぼうき、竹かごなどの手工芸品
のワークショップ） 

整備内容 
【1階】相談やヨガ、講座などのためのホール、相談室を整備。また、地元家庭料理や、味噌づくりなど
地域住民との交流も行うことができる台所を整備する。 
【2階】産前産後ケアを行う宿泊施設。  
いのちね広場 ヨガ、いのちねピクニック、多世代交流、地元食材を使った料理の伝承 

医師・助産師の研修の場 

築100年の古民家 

令和元年度採択 

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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あ
る
築
100


年
の
古
民
家
を
改
修
し
、

宿
泊
室
、
台
所
、
ホ
ー
ル
等
を
有
す
る
施

設
へ
と
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
と

し
、
地
元
金
融
機
関
で
あ
る
鳥
取
信
用
金

庫
か
ら
の
融
資
と
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
交
付

金
（
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付
金
）

に
よ
り
対
象
経
費
に
対
し
て
支
援
を
行
っ

た
も
の
で
あ
る
。

古
民
家
を
改
修
し
た
施
設
は
、
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
採
択
事
例
に
数
多
い
が
、
古

民
家
で
自
然
を
活
か
し
、
産
前
産
後
ケ
ア

施
設
と
し
て
の
機
能
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
幅
広
い
世
代
の
交
流
の
場
、
さ
ら
に
は

都
会
の
人
々
の
癒
し
の
場
と
し
て
の
機
能

も
あ
る
こ
の
施
設
は
、
全
国
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。　

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
の

中
止
等
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
事
業
等
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
事
業
理
念
に
沿
っ
た
今
後
の

さ
ら
な
る
展
開
に
期
待
し
た
い
。

②�

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
地
域
内

好
循
環
創
造
事
業�

�

（
青
森
県
六
ヶ
所
村
）（
図
３
）

次
に
ご
紹
介
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

青
森
県
六
ヶ
所
村
で
行
わ
れ
て
い
る
、
大

規
模
な
花
き
栽
培
事
業
で
あ
る
。

六
ヶ
所
村
は
、
青
森
県
東
部
、
下
北
半

島
の
付
け
根
に
位
置
す
る
人
口
約
１
０
、

000


人
の
村
で
あ
り
、
原
子
力
関
連
施

設
を
は
じ
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
盛
ん

な
村
で
あ
る
が
、
大
規
模
花
き
栽
培
事
業

を
行
っ
て
き
た
企
業
の
撤
退
に
伴
い
、
同

村
が
土
地
、
設
備
等
を
取
得
す
る
こ
と
と

な
り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
活
用
し
て
、

新
会
社
が
事
業
の
継
続
・
拡
大
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
。

六
ヶ
所
村
の
花
き
栽
培
は
約
20
年
に
わ

た
っ
て
地
元
の
雇
用
や
経
済
を
支
え
て
き

て
い
た
が
、
令
和
２
年
３
月
に
栽
培
事
業

者
が
事
業
の
撤
退
を
発
表
し
た
た
め
、
雇

用
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
経
済
へ
の
対
策

が
急
務
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
打
開
策
と
し
て
、
六
ヶ
所
村
は
花

卉
栽
培
温
室
及
び
当
該
土
地
を
取
得
し
、

大
規
模
花
き
栽
培
事
業
の
承
継
・
再
生
に

向
け
て
、
県
内
の
青
果
物
流
会
社
が
中
心

と
な
っ
て
設
立
し
た
株
式
会
社
を
村
の
誘

致
企
業
と
し
て
認
定
し
、
花
卉
栽
培
温
室

及
び
土
地
の
低
額
貸
付
け
を
行
う
こ
と
と

し
た
。
な
お
、
土
地
・
建
物
以
外
の
設
備

は
、
新
会
社
が
撤
退
企
業
か
ら
譲
渡
を
受

 ローカル10,000プロジェクト 青森県六ヶ所村 
「花と緑のまちづくりによる地域内好循環創造事業」 

【事業背景】 
〇約20年にわたり、大規模花き栽培事業を行ってきた企業が撤退し、
地域経済への影響や雇用機会喪失への対策が急務となった。 

〇村において、土地や建物を取得し、大規模花き栽培事業の承継企
業を誘致。 

〇第１次産業が急速に減少し、第2次産業と第３次産業が占める割
合が極めて高くなり、産業の厚みが失われつつある。 

【事業実施者】 株式会社あおもり花工房 
【自治体・金融機関の支援内容】 
○公費による交付額︓ 
 国費（地域経済循環創造事業交付金）︓6,877千円 
 地方費︓6,878千円 
○青森銀行による融資額︓13,755千円 

【地域への貢献】 
 

○地元花きのブランド化・地域ブ
ランディング 

 
○シビックプライドの醸成 
 
○産業の厚みと雇用の維持 
 
○所得の流出の抑制と地域経
済の好循環の創出 

【取組内容】 

○アジア最大規模の花き栽培温室を活用した大規模花き栽培事
業再生に向け、新商品の商品力向上と安定生産のため、装置及
び作業場を整備するとともに、安定運用に向け、電気設備の更
新を実施。 

○文化・芸術・環境・観光・安全・福祉・教育等の各分野と連携し、「家
族・地域の絆づくり」「環境意識の向上」「地産地消による経済循環」
などの社会・環境・経済の３側面を繋ぐ統合的な取組を行い、地域が
誇れる花がもたらす持続可能で豊かな暮らしを実現する。 

エアローズ 

令和３年度採択 

切り花 花き栽培温室 

ローカル10,000 プロジェクト施策例（群馬県下仁田町） 

こんにゃく粉を原料とした、アルカリ添加不要で 
ゲル化するこんにゃく粉製品の開発、製造、及び販売事業  

 
地域経済循環創造事業交付金 22,000 千円 
＋しののめ信用金庫融資 50,000 千円 

 課題・事業背景 

地域への貢献 

○地場産業の活性化 
 

○地域雇用の増加 
 

○生産農家の維持 
 

○農業生産量の確保 下仁田町 
立ち上げ支援 

しののめ信用金庫 
事業継続支援 

○若年層の人口流出 
 

→町内事業所の求人が少なく、
人口流出が進行している。 

〇こんにゃく粉の利用拡
大 
→下仁田町の特産品であるこ
んにゃく粉からこんにゃく製品以
外に使用される量は1%程度と
推計され、他商品での原材料
使用はとても少ない。 

○生産農家の減少 
→こんにゃく芋の生産人口が
減少の一途を辿っており、高
齢化が進み、後継者不足で
ある。 

こんにゃく粉の消費拡大を目的に、こんにゃく製品以外への用途を拡
大させることができる新しい製品を製造・販売 
中性～酸性領域でもゲル化するこんにゃく粉の開発を行い、製品化に結び付く新規技術開発
ができたため、本事業の本格的開始を行う。 

・生産量全国1位(93%)の群馬県産こんにゃく芋を使用 
 地域のブランドイメージを活用するとともに、ブランドイメージ維持に貢献する。 
 
・水に溶け、耐熱性の高い使いやすいゲル化剤 
 中性～酸性領域でもゲル化するので、幅広い用途に使える。 
 冷凍や加熱調理に耐えるゲル化剤であり、従来のこんにゃく製品以外へ展開する。 
 
・ローカロリーな自然素材 
 低脂肪・低炭水化物・ベジタリアン・フレキシタリアン・グルテンフリー・ヴィーガンといっ
た食品用途に使用される可能性を求め販売。将来的にはダイエット食や健康食品
にも関心の高い海外への進出も視野に発信する。 

令和２年度採択 
▲

図
３　

青
森
県
六
ケ
所
村
の
事
例

▲
図
４　

群
馬
県
下
仁
田
町
の
事
例

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
村
と
新
会
社
が
事
業
承
継

に
向
け
て
連
携
す
る
こ
と
で
、
雇
用
喪
失

等
の
地
域
経
済
へ
の
影
響
を
抑
え
つ
つ
、

従
来
か
ら
課
題
で
あ
っ
た
地
元
の
認
知
度

や
ブ
ラ
ン
ド
化
と
い
っ
た
観
点
に
も
着
目

し
、
優
れ
た
技
術
力
を
活
か
し
て
新
商
品

を
開
発
し
、
商
品
力
向
上
と
安
定
生
産
を

確
保
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
新
商
品
の

開
発
に
必
要
な
設
備
投
資
等
に
対
し
て
、

地
元
金
融
機
関
で
あ
る
青
森
銀
行
か
ら
の

融
資
と
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
交
付
金
に
よ
り

支
援
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

本
事
業
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
に

特
化
し
が
ち
な
六
ヶ
所
村
の
産
業
構
造
の

厚
み
を
増
し
、
青
森
県
産
花
き
の
ブ
ラ
ン

ド
化
、
ひ
い
て
は
同
村
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド

力
の
向
上
や
、
花
が
も
た
ら
す
魅
力
的
な

「
ま
ち
」「
ひ
と
」
の
創
出
、
シ
ビ
ッ
ク
プ

ラ
イ
ド
の
醸
成
等
を
目
指
そ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
、村
ぐ
る
み
の
今
後
の
取
組
が
、

さ
ら
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

③�

こ
ん
に
ゃ
く
粉
を
原
料
と
し
た
、
ア
ル

カ
リ
添
加
不
要
で
ゲ
ル
化
す
る
こ
ん
に

ゃ
く
粉
製
品
の
開
発
、
製
造
、
及
び
販

売
事
業
（
群
馬
県
下
仁
田
町
）（
図
４
）

最
後
に
ご
紹
介
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

群
馬
県
下
仁
田
町
で
行
わ
れ
て
い
る
、
こ

ん
に
ゃ
く
粉
を
用
い
た
商
品
開
発
事
業
で

あ
る
。

下
仁
田
町
は
群
馬
県
南
西
部
に
位
置
す

る
人
口
約
6
、
200


人
の
町
で
、
名
高

い
ね
ぎ
、
こ
ん
に
ゃ
く
の
産
地
で
あ
る
。

地
域
の
特
産
品
で
あ
る
こ
ん
に
ゃ
く
芋
か

ら
作
ら
れ
る
こ
ん
に
ゃ
く
粉
は
、
現
在
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
こ
ん
に
ゃ
く
製
品
に
使
用

さ
れ
て
お
り
、
こ
ん
に
ゃ
く
製
品
以
外
に

使
用
さ
れ
る
量
は
僅
か
に
過
ぎ
な
い
。
ま

た
こ
ん
に
ゃ
く
製
品
の
市
場
は
年
々
縮
小

傾
向
に
あ
る
。

一
方
で
、
現
代
に
お
い
て
人
々
が
多
様

な
食
生
活
を
送
る
中
、〝
健
康
的
な
食
事
〟

が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
ん

に
ゃ
く
粉
が
関
連
す
る
の
は
、
低
脂
肪
・

低
炭
水
化
物
・
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
と
い
っ

た
食
品
で
あ
り
、
増
量
剤
と
し
て
用
い
る

こ
と
で
食
品
を
低
脂
肪
・
低
炭
水
化
物
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
こ
ん
に
ゃ
く
粉
を
増
粘
多
糖
類

と
し
て
利
用
す
る
企
業
も
あ
る
。
増
粘
多

糖
類
と
は
、主
に
ゼ
リ
ー
、ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
、
ジ
ャ
ム
、
肉
の
缶
詰
等
に
用
い
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
が
、
増
粘
多
糖
類
の
グ
ル

コ
マ
ン
ナ
ン
は
、
こ
ん
に
ゃ
く
粉
の
主
成
分

で
あ
り
、
こ
ん
に
ゃ
く
粉
を
精
製
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
製
造
さ
れ
る
。
増
粘
多
糖
類
の

市
場
は
こ
の
15
年
で
1
・
5
倍
程
度
に
な
っ

て
い
る
と
推
計
さ
れ
、
ス
ム
ー
ジ
ー
や
誤

嚥
防
止
の
と
ろ
み
づ
け
等
、
新
た
な
用
途

も
拡
大
し
て
お
り
、
こ
ん
に
ゃ
く
製
品
以

外
へ
の
用
途
に
つ
い
て
は
潜
在
的
に
大
き

な
市
場
が
あ
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
下
仁
田
町
で
は
こ
の
よ

う
に
著
名
な
地
場
産
業
が
あ
り
な
が
ら

も
、
こ
ん
に
ゃ
く
芋
の
生
産
農
家
は
減
少

基
調
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
町
政
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
等
か
ら
も
雇
用
の
場
が
乏
し

い
と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
町

外
か
ら
の
企
業
誘
致
の
相
談
等
も
ほ
と
ん

ど
な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
課
題
、
背
景
を
一
挙
に
解
決

す
る
た
め
に
、
地
場
産
業
の
事
業
拡
大
を

応
援
し
、
域
内
で
自
ら
雇
用
拡
大
と
経
済

循
環
を
も
た
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

下
仁
田
町
で
100


年
以
上
経
営
を
続

け
、
こ
ん
に
ゃ
く
粉
の
加
工
生
産
量
で

ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
企
業
に
対
し
、
幅

広
い
用
途
に
使
え
る
ゲ
ル
化
剤
の
開
発
に

要
す
る
設
備
投
資
等
を
対
象
と
し
て
、
地

元
金
融
機
関
で
あ
る
し
の
の
め
信
用
金
庫

か
ら
の
融
資
と
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
交
付
金

に
よ
り
支
援
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

事
業
者
の
意
欲
的
な
挑
戦
を
町
が
支
え

る
構
造
で
あ
り
、
世
界
規
模
の
市
場
確
保

と
下
仁
田
町
の
地
域
経
済
の
発
展
の
た
め

に
、
今
後
の
事
業
拡
大
に
期
待
し
た
い
。

お
わ
り
に

お
わ
り
に

今
回
ご
紹
介
し
た
事
例
は
、
い
ず
れ
も

優
れ
た
地
域
資
源
を
活
用
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
と
は
い
え
各
資
源
と
も
課
題
を
有

し
た
状
態
（
空
き
家
、
事
業
の
撤
退
・
衰

退
等
）
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
今
回
の
事
例
に
限
ら
ず
事
業
主
体
も

さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
地
元
の
老
舗
店
、
新

会
社
、
N
P
O
法
人
等
、
各
事
業
主
体
の

意
欲
と
自
治
体
・
金
融
機
関
の
連
携
に

よ
っ
て
、
極
め
て
幅
広
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
採
択
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
本
事
業
の
手
続
き
に
つ
い
て
、

総
務
省
地
域
政
策
課
で
は
、
丁
寧
に
ご
相

談
を
お
受
け
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
。

計
画
の
熟
度
を
問
わ
ず
、
書
式
が
整
う
前

の
段
階
か
ら
随
時
相
談
を
受
け
付
け
て
い

る
ほ
か
、
参
考
事
例
は
ほ
か
に
幾
つ
も
ご

紹
介
が
可
能
で
あ
る
。
申
請
は
年
１
回
で

は
な
く
毎
月
受
け
付
け
て
、
申
請
月
の
翌

月
末
に
は
速
や
か
に
交
付
決
定
を
行
っ
て

い
る
点
も
、
特
長
の
1
つ
で
あ
る
。

今
回
ご
紹
介
し
た
事
例
を
ご
覧
に
な

り
、
類
似
の
課
題
を
感
じ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
う
。
ま
た
一
方
で
地
域
課
題

は
千
差
万
別
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題

に
真
摯
に
向
き
合
う
方
々
と
共
に
、
総
務

省
も
寄
り
添
っ
て
本
事
業
の
展
開
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
。

ま
ず
は
お
電
話
か
ら
。
1
本
の
お
電
話

か
ら
始
ま
り
、
各
地
域
課
題
の
解
決
に
向

け
た
取
組
に
貢
献
で
き
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

●
お
問
合
せ
先

総
務
省 

自
治
行
政
局
地
域
政
策
課

理
事
官　

関
口 

龍
海

T
E
L
：�

03

-5
2
5
3
-5
5
23


（
直
通
）

�E

‐mail

：r.sekiguchi@
soum

u.go.jp
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建
物
災
害
共
済
事
業

建
物
災
害
共
済
事
業
は
、
町
村
の
所
有
す
る

建
物
等
が
火
災
や
自
然
災
害
等
に
よ
っ
て
生
じ

た
損
害
を
相
互
救
済
す
る
た
め
、
昭
和
23
年
４ 

月
よ
り
地
方
自
治
法
第
２
６
３
条
の
２
（
相
互

救
済
事
業
経
営
の
委
託
）
の
規
定
に
基
づ
い
て
、

実
施
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
間
、
共
済
委
託
町
村
並
び
に
各
都
道
府

県
町
村
会
の
ご
理
解
と
多
大
な
協
力
を
得
て
事

業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
共
済
委
託
団
体
の
財

政
負
担
の
軽
減
を
は
か
り
、
共
済
委
託
物
件
の

加
入
推
進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
年
度
の
共
済
基
金
分
担
金
収
入
58
億
５
、

１
０
９
万
余
円
等
を
含
む
経
常
収
益
合
計
は
、

１
１
７
億
４
、
０
６
３
万
余
円
で
、
共
済
金
46

億
９
３
５
万
余
円
を
含
む
経
常
費
用
は 

、
97
億

４
、
１
３
１
万
余
円
と
な
り
、
異
常
危
険
準
備

金
の
戻
入
等
を
行
っ
た
結
果
、
当
期
一
般
正
味

財
産
増
減
額
は
５
億
８
、
７
７
２
万
余
円
と

な
っ
た
。
本
年
度
の
受
託
及
び
罹
災
状
況
等
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
．
受
託
状
況

本
年
度
の
受
託
実
績
は
、
表
⑴
の
と
お
り
で

あ
る
。

受
託
件
数
は
２
５
５
、
６
８
７
件
で
、
前
年

度
比
７
４
３
件（
同
０
・
３
％
）の
増
と
な
っ
た
。

ま
た
、
共
済
責
任
額
は
前
年
度
比
８
３
５
億
余

円
（
同
０
・
３
％
） 

増
の
24
兆
１
、
７
７
６
億

余
円
と
な
っ
た
。
収
入
分
担
金
は
58
億
５
、
１

０
９
万
余
円
で
、
前
年
度
実
績
58
億
４
５
８
万

余
円
に
比
し
４
、６
５
０
万
余
円
（
同
０
・
８
％
）

の
増
と
な
っ
た
。

２
．
罹
災
状
況

本
年
度
の
罹
災
状
況
は
、
表
⑵
の
と
お
り
で

あ
る
。

罹
災
件
数
は
２
、
６
８
２
件
で
、
前
年
度
よ

り
２
５
８
件
（
同
８
・
８
％
）
の
減
と
な
っ
た

も
の
の
、
支
払
共
済
金
は
前
年
度
よ
り
18
億
７
、

５
５
８
万
余
円
（
同
68
・
６
％
）
増
の
46
億
９

３
５
万
余
円
と
な
っ
た
。

な
お
、
収
入
分
担
金
58
億
５
、
１
０
９
万
余

円
に
対
す
る
損
害
率
は
78
・
８
％
で
あ
る
。

３
．
用
途
別
罹
災
状
況

用
途
別
の
罹
災
状
況
は
、
表
⑶
の
と
お
り
で

あ
る
。

罹
災
件
数
は
、
そ
の
ほ
か
の
施
設
に
次
ぎ
、

学
校
関
係
施
設
が
多
く
、
支
払
共
済
金
及
び
用

途
別
の
損
害
率
に
お
い
て
は
環
境
衛
生
施
設
が

最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

４
．
支
払
備
金

既
発
生
事
故
で
あ
っ
て
共
済
金
が
未
請
求
と

な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
損
害
共
済
金

を
概
算
見
積
り
の
う
え
、
29
億
９
、
３
７
５
万

余
円
を
本
年
度
支
払
備
金
と
し
て
計
上
し
た
。

５
．
異
常
危
険
準
備
金

風
水
災
、
地
震
・
津
波
等
の
巨
大
災
害
リ
ス

表⑴　建物共済受託実績

区　　　分 令和３年度 令和2年度 比較増減 増減率

件　　　数 255,687件 254,944件 743件 0.3％

共済責任額 24,177,697,700千円 24,094,142,614千円 83,555,086千円 0.3％

収入分担金 5,851,092,378円 5,804,584,065円 46,508,313円 0.8％

表⑵　建物共済罹災状況

区　　　分 令和３年度 令和２年度 比較増減 増減率

件　　　数 2,682件 2,940件 △ 258件 △ 8.8％

支払共済金 4,609,354,626円 2,733,773,818円 1,875,580,808円 68.6％

損　害　率 78.8％ 47.1％ 31.7％ ―

（注）△印は減を示す。

表⑶　建物共済用途別罹災状況

用　途　別 件　　数 支払共済金 損　害　率

建　

物　

共　

済

学 校 関 係 施 設  500件（ 18.6％ ） 439,238,768円（ 9.5％ ） 7.5％（ 34.0％ ）

役 場 関 係 施 設 230　（ 8.6　 ） 143,011,845　（  3.1　 ） 2.4　 （ 31.7　 ）

医 療 関 係 施 設 31　（ 1.2　） 43,181,135　（  0.9　） 0.7　 （ 19.8　 ）

住 宅 施 設 181　（ 6.7　 ） 191,556,991　（  4.2　） 3.3　 （ 49.9　）

社会教育・文化施設 300　（ 11.2　 ） 148,303,064　（  3.2　 ） 2.5　 （ 18.4　）

福 祉 関 係 施 設 203　（ 7.6　） 110,528,394　（  2.4　） 1.9　 （ 21.5　 ）

体育・レクリエーション施設 341　（ 12.7　） 217,574,463　（  4.7　） 3.7　 （ 29.4　 ）

環 境 衛 生 施 設 314　（ 11.7　） 2,720,908,179　（  59.0　 ） 46.5　 （391.2　 ）

そ の 他 施 設 582　（ 21.7　 ） 595,051,787　（  12.9　 ） 10.2　 （ 80.2　）

合　　　　　　　計 2,682　（100.0 ） 4,609,354,626　（100.0 ） 78.8　 （ ― ）

（注）�損害率は総分担金収入に対する用途別の損害率であり、（　）は各用途別区
分収入に対する用途別の損害率である。�  
また、合計欄の損害率は総分担金収入に対する支払共済金総額の割合であ
り、用途別の損害率の合計ではない。

表⑷　建物共済災害見舞金給付状況等
区　　　分 過年度罹災支払額 令和３年度

件 数 287件 －　　件

災 害 見 舞 金 給 付 額 975,147,319円 －　　円

未 払 費 用 1,008,272,767円 10,954,177円

合 計 1,983,420,086円 10,954,177円

　

一
般
財
団
法
人
全
国
自
治
協
会
は
、
地
方
自
治
法
第
２
６
３
条
の
２
の
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
公
有
物
件
（
建
物
・
自
動
車
）
の
災

害
共
済
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
本
年
６
月
17
日
開
催
の
理
事
会
の
承
認
を
得
、
同
日
の
定
時
評
議
員
会
に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
事
業
報
告

及
び
決
算
に
つ
い
て
報
告
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
そ
の
概
要
を
公
表
す
る
。
町
村
週
報
へ
の
掲
載
は
、
公
有
物
件
災
害
共
済
規
約
第
18
条

の
『
地
方
自
治
法
２
６
３
条
の
２
の
第
２
項
に
定
め
る
事
業
の
経
営
状
況
の
通
知
等
は
、「
町
村
週
報
」
に
掲
載
す
る
』
と
の
定
め
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

公
有
物
件
災
害
共
済
事
業
の
概
要
報
告

令
　
和

３
年
度

一
般
財
団
法
人
全
国
自
治
協
会

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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ク
に
備
え
る
た
め
の
異
常
危
険
準
備
金
は
73
億

４
、
４
６
３
万
余
円
と
な
っ
た
。

６
．
災
害
見
舞
金

災
害
見
舞
金
は
、
自
然
災
害
（
地
震
・
噴
火
・

津
波
に
よ
る
損
害
）
に
対
し
て
給
付
す
る
が
、

本
年
度
に
お
い
て
は
、
表
⑷
の
と
お
り
で
あ
る
。

７
．
諸
積
立
金

本
年
度
末
に
お
け
る
基
金
積
立
金
（
財
産
収

入
を
も
っ
て
造
成
）及
び
運
営
準
備
積
立
金（
事

業
剰
余
金
の
積
立
）
の
総
額
は
３
６
６
億
３
、

７
９
９
万
余
円
と
な
り
、
そ
の
内
訳
は
、
基
金

積
立
金
３
４
２
億
８
、
３
０
０
万
余
円
、
運
営

準
備
積
立
金
23
億
５
、
４
９
８
万
余
円
で
あ
る
。

８
．
消
防
設
備
資
金
融
資

共
済
事
業
委
託
町
村
等
に
対
す
る
還
元
融
資

と
し
て
の
消
防
設
備
資
金
の
貸
付
状
況
は
表
⑸

の
と
お
り
で
あ
る
。

自
動
車
損
害
共
済
事
業

自
動
車
損
害
共
済
事
業
は
、
町
村
が
管
理
、

使
用
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
生
じ
た
損
害
及
び

自
動
車
に
よ
っ
て
生
じ
た
共
済
委
託
町
村
が
被

る
法
律
上
の
損
害
賠
償
額
を
相
互
に
救
済
す
る

た
め
、
建
物
災
害
共
済
事
業
と
同
様
、
地
方
自

治
法
第
２
６
３
条
の
２
（
相
互
救
済
事
業
経
営

の
委
託
）
の
規
定
に
よ
る
共
済
事
業
と
し
て
、

昭
和
33
年
10
月
に
発
足
し
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
こ
の
間
、
共
済
委
託
町
村
並
び
に
各
都
道

府
県
町
村
会
の
ご
理
解
と
多
大
な
協
力
を
得
て

事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
事
故
処
理
に
つ

い
て
委
託
団
体
に
代
っ
て
示
談
交
渉
を
行
う
な

ど
、
早
期
か
つ
適
正
な
解
決
に
努
め
て
い
る
。

本
年
度
の
共
済
基
金
分
担
金
収
入
25
億
４
、

１
２
８
万
余
円
等
を
含
む
経
常
収
益
合
計
は
、

31
億
５
、
７
１
９
万
余
円
で
、
共
済
金
13
億
６
、 

４
２
１
万
余
円
等
を
含
む
経
常
費
用
は
、
26
億

７
、
７
２
４
万
余
円
と
な
り
、
異
常
危
険
準
備

金
の
戻
入
等
を
行
っ
た
結
果
、
当
期
一
般
正
味

財
産
増
減
額
は
、
１
億
１
、
８
１
１
万
余
円
の

増
と
な
っ
た
。

本
年
度
の
受
託
及
び
損
害
状
況
等
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

１
．
受
託
状
況

本
年
度
の
受
託
実
績
は
、
表
⑹
の
と
お
り
で

あ
っ
て
、
共
済
基
金
分
担
金
収
入
総
額
は
、
25

億
４
、
１
２
８
万
余
円
で
前
年
度
実
績
に
比
し
、

３
、
４
３
２
万
余
円 

（
１
・
３
％
）
の
減
と
な
っ

た
。共

済
種
別
毎
の
受
託
状
況
で
は
、
車
両
共
済

に
お
い
て
は
、
９
７
、
７
５
３
台
で
前
年
度
比

２
、
０
１
６
台
（
２
・
０
％
）
の
減
、
収
入
分

担
金
11
億
６
、
５
９
９
万
余
円
で
、
前
年
度
比

１
、
５
０
３
万
余
円
（
１
・
３
％
）
の
減
と
な
っ

た
。
ま
た
、
賠
償
共
済
に
お
い
て
は
対
物
賠
償

共
済
１
０
１
、
７
９
２
台
で
前
年
度
比
１
、
９

９
９
台
（
１
・
９
％
）、
対
人
賠
償
共
済
１
０
１
、

６
７
１
台
で
、
前
年
度
比
２
、
０
０
０
台
（
１
・

９
％
）
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
、
収
入
分
担
金
は
対

物
賠
償
共
済
８
億
９
、
５
８
１
万
余
円
で
前
年

度
比
１
、
１
３
２
万
余
円
（
１
・
２
％
）
の
減
、

対
人
賠
償
共
済
は
４
億
７
、
９
４
６
万
余
円
で
、

前
年
度
比
７
９
５
万
余
円
（
１
・
６
％
）
の
減

と
な
っ
た
。

２
．
損
害
の
状
況

本
年
度
の
損
害
状
況
は
、
表
⑺
の
と
お
り
で

あ
る
。

損
害
件
数
は
車
両
共
済
で
５
、
５
６
６
件
、

前
年
度
比
４
件
の
増
、
対
物
賠
償
共
済
は
１
、

２
０
８
件
、
前
年
度
比
53
件
の
減
、
対
人
賠
償

共
済
は
１
３
４
件
で
前
年
度
比
12
件
増
加
し
た
。

ま
た
、
損
害
率
に
お
い
て
は
前
年
度
に
比
べ
、

車
両
共
済
が
０
・
３
％
減
少
、
対
物
賠
償
共
済

は
１
・
５
％
減
少
、
対
人
賠
償
共
済
は
７
・
６
％

増
加
し
た
。

３
．
支
払
備
金

既
発
生
事
故
で
あ
っ
て
共
済
金
が
未
請
求
と

な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
損
害
共
済
金
を

概
算
見
積
り
の
う
え
、本
年
度
支
払
備
金
と
し

て
６
３
４
件
５
億
３
、４
７
６
万
余
円
計
上
し
た
。

４
．
異
常
危
険
準
備
金

大
事
故
支
払
リ
ス
ク
に
備
え
る
た
め
、
40
億

６
、
６
０
５
万
余
円
を
異
常
危
険
準
備
金
と
し

て
計
上
し
た
。

５
．
諸
積
立
金

本
年
度
末
に
お
け
る
基
金
積
立
金
（
財
産
収

入
を
も
っ
て
造
成
）及
び
運
営
準
備
積
立
金（
事

業
剰
余
金
の
積
立
）
の
総
額
は
、
１
３
１
億
４
、

８
８
３
万
余
円
と
な
り
、
そ
の
内
訳
は
基
金
積

立
金
51
億
６
、
１
５
２
万
余
円
、
運
営
準
備
積

立
金
79
億
8
、
７
３
０
万
余
円
で
あ
る
。

表⑸　消防設備資金融資
貸 付 年 度 貸付件数 貸　付　額 償還済額 本年度末未償還元金

平成27年度 89件 2,003,800千円 1,750,206千円 253,594千円

平成28年度 73件 2,437,900千円 1,849,224千円 588,676千円

平成29年度 69件 2,473,200千円 1,472,398千円 1,000,802千円

平成30年度 73件 2,549,500千円 991,620千円 1,557,880千円

令和元年度 106件 3,397,600千円 689,256千円 2,708,344千円

令和２年度 57件 1,156,600千円 0千円 1,156,600千円

令和３年度 47件 863,600千円 0千円 863,600千円

合　　　計 514件 14,882,200千円 6,752,704千円 8,129,496千円

表⑹　自動車共済受託実績

区　　　分 車 両 共 済
賠　償　共　済

合　　　計
対　　　物 対　　　人

令
和
３
年
度

台　　 数 97,753台 101,792台 101,671台 301,216台

収入分担金 1,165,998,390円 895,816,070円 479,469,380円 2,541,283,840円
令
和
２
年
度

台　　 数 99,769台 103,791台 103,671台 307,231台

収入分担金 1,181,038,050円 907,140,350円 487,427,010円 2,575,605,410円

比
較
増
減
（
％
）

台 数 △2,016台 △1,999台 △2,000台 △6,015台
（△2.0％） （△1.9％） （△1.9％） （△2.0％）

収入分担金 △15,039,660円 △11,324,280円 △7,957,630円 △34,321,570円
（△1.3％） （△1.2％） （△1.6％） （△1.3％）

（注）△印は減を示す。

表⑺　自動車共済損害状況

区　　　分 車 両 共 済
賠　償　共　済

合　　　計
対　　　物 対　　　人

令
和
３
年
度

件 数 5,566件 1,208件 134件 6,908件

支払共済金 1,018,049,371円 260,804,149円 85,360,226円 1,364,213,746円

損 害 率 （87.3％） （29.1％） （17.8％） （53.7％）

令
和
２
年
度

件 数 5,562件 1,261件 122件 6,945件

支払共済金 1,034,332,164円 277,467,883円 49,636,631円 1,361,436,678円

損 害 率 （87.6％） （30.6％） （10.2％） （52.9％）
比
較
増
減（
％
）

件 数 4件 △53件 12件 △37件

支払共済金 △16,282,793円 △16,663,734円 35,723,595円 2,777,068円

損 害 率 （△0.3％） （△1.5％） （7.6％） （0.8％）

（注）損害率＝支払共済金／収入分担金　
（注）△印は減を示す。
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事
業
概
要

本
組
合
は
、
消
費
生
活
協
同
組

合
法
に
準
拠
し
た
職
域
生
協
と
し

て
設
立
し
、
昭
和
29
年
4
月
よ
り

火
災
共
済
事
業
を
開
始
し
た
。
ま

た
、
町
村
職
員
の
保
有
の
自
動
車

に
よ
る
不
慮
の
自
動
車
事
故
に

よ
っ
て
生
ず
る
町
村
職
員
の
経
済

負
担
に
備
え
る
た
め
昭
和
42
年
4

月
よ
り
自
動
車
共
済
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。

両
事
業
開
始
以
来
、
事
業
内
容

の
改
善
充
実
に
つ
と
め
、
協
同
互

助
の
精
神
に
基
づ
く
町
村
職
員
等

の
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と
に
最
大
限
の
努
力

を
傾
注
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

令
和
３
年
度
の
事
業
概
要
は
下
記
の
と
お
り
で
、

組
合
員
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比
2
、
6
0
9
人

（
1
・
6
％
）
の
減
と
な
っ
た
。
退
職
者
組
合
員
は
、

９
４
、
1
0
5
人
の
う
ち
2
、
3
0
7
人
が
令
和
３

年
度
中
に
退
職
者
組
合
員
と
な
っ
た
。
ま
た
、
令
和

３
年
２
月
よ
り
、
亡
く
な
ら
れ
た
組
合
員
の
契
約
を

配
偶
者
が
引
き
継
ぐ
こ
と
の
で
き
る
承
継
組
合
員
制

度
を
創
設
し
た
。
令
和
３
年
度
の
承
継
組
合
員
数
は

6
5
6
人
と
な
っ
た
。

火
災
共
済
事
業
は
、
契
約
件
数
で
前
年
度
よ
り

1
、
5
4
0
件
（
2
・
0
％
）
の
減
と
な
り
、
共
済

掛
金
も
前
年
度
比
1
、
9
4
8
万
余
円
（
1
・
8
％
）

の
減
と
な
っ
た
。
風
水
雪
害
特
約
共
済
は
、
契
約
件

数
で
前
年
度
よ
り
79
件
（
０
・
3
％
）
の
減
と
な
り
、

共
済
掛
金
も
前
年
度
比
18
万
余
円
（
0
・
1
％
）
の

減
と
な
っ
た
。

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、
契
約
台
数
は
前
年
度
比

２
、
6
4
5
台
（
1
・
5
％
）
の
減
と
な
り
、
共
済

掛
金
も
前
年
度
比
８
、
2
1
0
万
余
円
（
１
・
7
％
）

の
減
と
な
っ
た
。

一
方
、
共
済
金
の
支
払
は
、
火
災
共
済
事
業
で
前

年
度
比
33
件
（
６
・
9
％
）
の
増
と
な
っ
た
が
、
共

済
金
合
計
に
お
い
て
は
１
億
1
、
3
5
9
万
余
円

（
29
・
7
％
）
の
減
と
な
っ
た
。

ま
た
、
風
水
雪
害
特
約
共
済
金
の
給
付
に
つ
い
て

は
、
前
年
度
比
9
件
（
4
・
5
％
）
の
増
と
な
っ
た

が
、
共
済
金
合
計
は
、
１
億
9
、
8
9
2
万
余
円

（
50
・
8
％
）
の
減
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
災
害
見

舞
金
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
4
件
に
比
し
95
件
、
給

付
額
で
前
年
度
43
万
余
円
に
し
て
1
、
4
7
7
万
余

円
の
給
付
が
あ
っ
た
。

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、
支
払
件
数
で
前
年
度
比

34

5
件
（
6
・
8
％
）
の
減
、
共
済
金
合
計
に
お

い
て
は
４
億
4
、
2
5
9
万
余
円
（
23
・
８
％
）
の

減
と
な
っ
た
。

よ
っ
て
、
本
年
度
に
お
け
る
剰
余
金
を
も
っ
て
す

る
事
業
利
用
分
量
割
戻
金
は
、
火
災
共
済
は
40
・

68
％
、
風
水
雪
害
特
約
は
25
・
28
％
、
自
動
車
共
済

が
17
・
85
％
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

表 １　貸借対照表
令和４年３月31日現在

（単位：円）

資
　
産

現金及び預貯金 8,060,496,456
有価証券 18,029,319,897
未収収益 25,340,951
その他資産 425,576,607
業務用固定資産 182,161,632
繰延税金資産 2,187,801,000

合　　計 28,910,696,543

負
債
・
純
資
産

共済契約準備金 13,508,394,974
（支払備金） （1,663,847,000） 
（責任準備金） （11,844,547,974） 

その他負債 108,111,448
引当金 9,194,000

負 債 計 13,625,700,422
組合員資本 15,284,996,121
法定準備金 7,026,852,650
地震等災害見舞金積立金 4,030,795,000
当期未処分剰余金 2,662,571,671

（うち当期剰余金） （1,596,453,240）
純資産計 15,284,996,121
合　　計 28,910,696,543

表２　損益計算書
令和３年４月１日から令和４年３月31日まで

（単位：円）

経
常
収
益

共済掛金収入 6,062,551,600
共済契約準備金戻入 5,387,220,640

（支払備金戻入） （1,595,041,000）
資産運用収益 132,727,404
集金事務手数料収入 24,692,742
雑収入 12,797,122

合　　計 11,619,989,508

経
常
費
用

共済金支払額 1,881,190,424
見舞金等 15,589,500
共済契約準備金繰入 5,403,695,060

（支払備金繰入） （1,663,847,000）
事業経費 2,628,065,945
雑損失 4

合　　計 9,928,540,933
税引前当期剰余金 1,691,448,575
法人税等 95,662,335
法人税等調整額 △667,000
当期剰余金 1,596,453,240
前期繰越剰余金 1,051,338,931
地震等災害見舞金積立取崩額 14,779,500
当期未処分剰余金 2,662,571,671

（注）△印は減を示す。

表３　令和３年度剰余金処分
（単位：円）

１ 当期末処分剰余金 2,662,571,671
２ 剰余金処分額 1,484,627,265

事業利用分量に応ずる割戻金 1,355,355,265
地震等災害見舞金積立金 129,272,000

３ 次期繰越剰余金 1,177,944,406

表 4　組合加入状況
区　分 人　員 口　数 出資金

令和３年度 162,409人 15,652,951口 1,565,295,190円
令和２年度 165,018　 15,859,671　 1,585,967,190　
比 較 増 減 △2,609　 △206,720　 △20,672,000　
増 減 率 △1.6％    △1.3％ △1.3％
令和元年度 166,581　 15,942,580　 1,594,258,010　
平成30年度 167,823　 16,134,405　 1,613,440,560　

（注）�△印は減を示す。�  
出資金額は預り出資金（１口100円未満の端数口数の累計額）
518,390円を含む。

表 5　火災共済加入状況
区　分 共済契約件数 契約口数 共済掛金

令和３年度 74,855件 18,005,067口 1,080,713,850円
令和２年度 76,395　 18,328,489　 1,100,199,690　
比 較 増 減 △1,540　 △323,422　 △19,485,840　
増 減 率 △2.0％ △1.8％ △1.8%
令和元年度 78,313　 18,721,012　 1,124,235,610　
平成30年度 80,203　 19,122,644　 1,148,178,290　

（注）△印は減を示す。

表 6　風水雪害特約共済加入状況
区　分 特約付加件数 契約口数 特約共済掛金

令和３年度 29,531件 7,118,672口 356,161,930円
令和２年度 29,610　 7,116,675　 356,347,710　
比 較 増 減 △ 79　  1,997　 △185,780　
増 減 率 △0.3％  0.0％ △0.1％
令和元年度 29,416　 7,034,962　 352,152,340　
平成30年度 28,341　 6,714,491　 336,064,940　

（注）△印は減を示す。

町
村
職
員
生
協
火
災
・
自
動
車
共
済
事
業
の
概
要
報
告

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
が
行
う
火
災
共
済
お
よ
び
自
動
車
共
済
の
令
和
３
年
度
事
業
概
要
お

よ
び
決
算
に
つ
い
て
は
、
本
年
６
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
総
代
会
の
議
決
を
得
た
の
で
、
定
款
の
規
定

に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
　
　
和

３
年
度
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表 7　自動車共済加入状況
区　分 契約台数 共済掛金

令 和 ３ 年 度 176,023台 4,625,675,820円
令 和 ２ 年 度 178,668　 4,707,783,590　
比 較 増 減 △2,645　 △82,107,770　
増 減 率 △1.5％ △1.7％
令 和 元 年 度 181,525　 4,796,575,850　
平 成 30 年 度 184,798　 4,895,878,680　

（注）△印は減を示す。

表 8　火災共済金支払状況

区　分 火災共済金 臨時費用共済金 残存物取片づけ費用共済金 失火見舞費用共済金 合　計 損害率件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額
令 和 ３ 年 度 512件 234,861,952円 512件 28,146,483円 178件 5,976,384円 1件 200,000円 269,184,819円 24.9%
令 和 ２ 年 度 479　 338,913,563　 480　 35,273,133　 158　 8,325,269　 2　 266,666　 382,778,631　 34.8  
比 較 増 減 33　 △104,051,611　 32　 △7,16,650　 20　 △2,348,885　 △1　 △66,666　 △113,593,812　 △9.9　
増 減 率 6.9％ △30.7％ 6.7％ △20.2％ 12.7％ △28.2％ △50.0％ △25.0％ △29.7％ －　
令 和 元 年 度 513　 289,296,087　 517　 35,934,036　 127　 6,435,355　 2　 320,000　 331,985,478　 29.5　
平 成 30 年 度 595　 456,376,757　 596　 44,092,009　 188　 13,171,257　 2　 800,000　 514,440,023　 44.8　

（注）△印は減を示す。

表 9　風水雪害特約共済金支払状況

区　分 特約共済金 臨時費用共済金 残存物取片づけ費用共済金 合　　計 損害率件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額
令 和 ３ 年 度 211件 165,874,013円 211件 24,719,855円 78件 2,019,190円 192,613,058円 54.1%
令 和 ２ 年 度 202　 341,523,479　 202　 46,313,931　 70　 3,704,796　 391,542,206　 109.9　
比 較 増 減 9　 △175,649,466　 9　 △21,594,076　 8　 △1,685,606　 △198,929,148　 △55.8　
増 減 率 4.5％ △51.4％ 4.5％ △46.6％ 11.4％ △45.5％ △50.8％ －　
令 和 元 年 度 253　 347,165,643　 253　 51,293,212　 50　 2,853,230　 401,312,085　 114.0　
平 成 30 年 度 276　 262,933,500　 276　 38,028,185　 84　 4,076,193　 305,037,878　 90.8　

（注）△印は減を示す。

表10　地震等災害見舞金支払状況
区　分 件　数 見 舞 金 一件当りの見舞金

令 和 ３ 年 度 95件 14,779,500円 155,574円
令 和 ２ 年 度 4　 439,000　 109,750　
比 較 増 減 91　 14,340,500　 45,824　
増 減 率 2275％   3267％ 41.8％
令 和 元 年 度 11　 2,090,000　 190,000　
平 成 30 年 度 48　 9,017,000　 187,854　

表11　自動車共済金支払状況

区　分 対物賠償共済 対人賠償共済 合　　計 損害率件　数 共 済 金 件　数 共 済 金 件　数 共 済 金
令 和 ３ 年 度 4,114件 1,031,263,214円 601件 388,129,333円 4,715件 1,419,392,547円 30.7％
令 和 ２ 年 度 4,389　 1,081,846,638　 671　 780,137,970　 5,060　 1,861,984,608　 39.6　
比 較 増 減 △275　 △50,583,424　 △70　 △392,008,637　 △345　 △442,592,061　 △8.9　
増 減 率 △6.3％ △4.7％ △10.4％ △50.2％ △6.8％ △23.8％ －　
令 和 元 年 度 5,148　 1,275,849,899　 776　 501,000,242　 5,924　 1,776,850,141　 37.0 　
平 成 30 年 度 5,678　 1,303,049,398　 801　 660,159,250　 6,479　 1,963,208,648　 40.1 　

（注）△印は減を示す。

表12　自動車共済臨時費用支払状況

区　分 傷　　害 死　　亡 合　　計
件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額

令 和 ３ 年 度 17件 510,000円 3件 300,000円 20件 810,000円
令 和 ２ 年 度 28　 840,000　 5　 500,000　 33　 1,340,000　
比 較 増 減 △11　 △330,000　 △2　 △200,000　 △13　 △530,000　
増 　 減 　 率 △39.3％ △39.3％ △40.0％ △40.0％ △39.4％ △39.6％
令 和 元 年 度 24　 720,000　 5　 500,000　 29　 1,220,000　
平 成 30 年 度 33　 990,000　 5　 500,000　 38　 1,490,000　

（注）△印は減を示す。
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な
ん
じ
ゃ
も
ん

な
ん
じ
ゃ
も
ん

町 村 週 報8　平成28年 0 月00日 （第三種郵便物認可） 第2801号

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、東ブロック（北海道・東北・関東）からピックアップ。

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　
平
成
15
年
度
（
2
0
0
3
年
度
）
か
ら
、

若
者
の
力
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

毎
年
実
施
し
て
い
る
「
遊
佐
町
少
年
町
長
・

少
年
議
員
公
選
事
業
」
は
、
町
内
に
在
住
・

在
学
す
る
中
高
生
か
ら
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば

れ
た
少
年
町
長
と
少
年
議
員
に
よ
り
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
政
策
と
し
て
、
遊

佐
町
を
も
っ
と
P
R
し
て
ほ
し
い
と
い
う
有

権
者
の
声
を
も
と
に
、
町
民
か
ら
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
募
集
、
選
考
を
実
施
し
て

誕
生
し
た
の
が
「
米
～
ち
ゃ
ん
」
で
す
。
町
の

主
要
作
物
で
あ
る
お
米
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て

お
り
、
帽
子
は
「
出
羽
富
士
・
鳥
海
山
」
を

か
た
ど
り
、
ズ
ボ
ン
は
町
の
大
自
然
を
感
じ

さ
せ
る
グ
リ
ー
ン
を
配
色
。
豊
饒
な
土
地
と

町
民
の
元
気
さ
を
表
す
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し

て
、
町
民
か
ら
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
21

年
度
（
2
0
0
9
年
度
）
に
は
、
父
の
遊ゆ

う

田た

、

母
の
ま
ん
ま
マ
マ
、
妹
の
ラ
イ
ち
ゃ
ん
、
祖
父

の
わ
ら
ぞ
う
、
祖
母
の
遊ゆ

米め

の
、
3
世
代
6

人
家
族
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
（
2
0
1
3
年
）
3
月
17
日
に

開
催
し
た
「
酒
蔵
ま
つ
り
」
に
て
、
神
崎
町

初
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
誕
生

し
た
「
な
ん
じ
ゃ
も
ん
」。
神
崎
神
社
に
現
存

す
る
、
樹
齢
2
0
0
0
年
の
く
す
の
き
「
な
ん

じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
の
木
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、
頭
に
は
町
の
鳥
・
メ
ジ
ロ

の
「
こ
め
じ
ろ
う
」
を
載
せ
て
い
ま
す
。「
な

ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
の
木
」
と
同
様
に
、
は
る
か

昔
よ
り
神
崎
町
を
見
守
っ
て
き
た
守
り
神
で
、

ひ
げ
の
よ
う
に
見
え
る
し
め
縄
を
触
る
と
、
願

い
事
が
叶
う
と
い
わ
れ
て
い
る
の
だ
と
か
。
千

葉
県
内
外
を
問
わ
ず
、
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
に

積
極
的
に
参
加
し
て
、「
発
酵
の
里
こ
う
ざ
き
」

を
P
R
し
て
い
る
「
な
ん
じ
ゃ
も
ん
」。
語
尾

に
「
～
じ
ゃ
も
ん
」
と
つ
け
た
話
し
言
葉
で
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
神
崎
町
や
発
酵

食
品
に
つ
い
て
語
り
継
い
で
い
く
こ
と
を
使

命
と
し
、
町
の
P
R
活
動
に
こ
れ
か
ら
も
励

ん
で
い
き
ま
す
。

神崎神社にあるくすのき「なんじゃもん
じゃの木」の分身。おちゃめな照れ屋さ
ん。お酒と発酵食品とお祭りが大好き。
おじいちゃんだけど毎日発酵食品を食べ
て元気いっぱい運動神経も抜群。好きな
言葉は「ぷくぷく、わくわく♪」。

1988年8月8日生まれ。お米の妖精。
キュートな笑顔をふりまき、やけにま
めで、優しく明るい性格。趣味は、鳥
海山登り、遊佐町名所めぐりで、特技
は、田植えと稲刈り。妹のライちゃん
とは仲良しでよく一緒に出かける。

誕生日・年齢不詳。芯があり誠実な性格だ
が、時々気まぐれな男の子。好きな食べも
のは「モロヘイヤon白飯」。大郷町の魅力
を伝えることを特技としている。上から見
るとハートの形になっている髪を目撃でき
たら幸せになれるらしい。

　「
常
の
モ
ロ
」は
、平
成
25
年（
2
0
1
3
年
）

に
慶
長
遣
欧
使
節
出
航
4
0
0
年
記
念
事
業

の
一
環
で
、
観
光
P
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
公

募
を
実
施
し
、
誕
生
し
ま
し
た
。
町
ゆ
か
り

の
慶
長
遣
欧
使
節
・
支は

せ

倉く
ら

常つ
ね

長な
が

を
モ
チ
ー
フ

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ひ
げ
を
た
く
わ
え
、

十
字
架
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
服
を
身
に
つ
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
印
象
的
な
襟
は
、
町
特

産
品
の
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の

で
す
。
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
の
立
派
な
ひ
げ

と
揺
れ
る
ち
ょ
ん
ま
げ
と
前
髪
、
そ
し
て
、

コ
ロ
ッ
と
し
た
体
型
が
キ
ュ
ー
ト
だ
と
老
若

男
女
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
大
郷
町
観

光
P
R
特
命
係
長
に
任
命
さ
れ
、
職
務
を
全

う
す
る
べ
く
、
町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
積
極

的
に
参
加
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
道
の
駅

お
お
さ
と
に
常
駐
し
て
い
る
の
で
、
比
較
的

遭
遇
し
や
す
い
の
が
人
気
の
秘
訣
。
語
尾
に

“
～
モ
ロ
”、と
つ
け
る
話
し
言
葉
で
、
町
の
魅

力
を
発
信
し
、
P
R
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

宮城県大郷町

千葉県神崎町

山形県遊佐町

米
～
ち
ゃ
ん

米
～
ち
ゃ
ん
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次
回
は
、
中
ブ
ロ
ッ
ク
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北
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紫
波
町
は
、
岩
手
県
の
中
央
に
位
置
す

る
人
口
約
３
万
3
、
０
０
０
人
の
農
業
が

主
体
の
町
で
あ
り
、
紫
波
中
央
駅
前
の
未

利
用
町
有
地
10
・
７
ha
を
公
民
連
携
手
法

で
開
発
し
た「
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
よ
り
全
国
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。「
オ
ガ
ー
ル
」
と
は
、
成
長
を

意
味
す
る
方
言
「
お
が
る
」
と
「
駅
」
を

意
味
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
Ｇ
ａ
ｒ
ｅ
（
ガ
ー

ル
）
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
す
。
紫
波

中
央
駅
前
を
「
紫
波
の
未
来
を
創
造
す
る

出
発
駅
」
と
す
る
決
意
と
、
こ
の
エ
リ
ア

を
出
発
点
と
し
て
持
続
的
に
成
長
し
て
い

く
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

紫
波
町
図
書
館
が
入
る
官
民
複
合
施
設

「
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
」
が
平
成
24
年
６
月

に
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
10
年
が

経
ち
、
今
年
は
図
書
館
10
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
オ

ガ
ー
ル
エ
リ
ア
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
図
書
館
に
つ
い

て
少
し
紹
介
し
ま
す
。
蔵
書
数
11
万
冊
、

令
和
３
年
度
貸
出
数
22
万
６
、０
０
０
冊
、

利
用
者
数
は
４
万
６
、
８
０
０
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
規
模
は
大
き
い
方
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
司
書
が
色
々
な
企
画
展
示
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
に
「
紫
波
町

図
書
館
調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
第

1
回
を
開
催
し
、
小
学
校
高
学
年
の
部

で
最
優
秀
賞
と
な
っ
た
作
品
を
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
に
推
薦
し
た
と
こ
ろ
、
い
き
な

り
ト
ッ
プ
の
文
部
科
学
大
臣
賞
に
輝
き
ま

し
た
。
町
の
子
ど
も
た
ち
の
知
的
好
奇
心

を
支
え
る
こ
の
企
画
は
、
現
在
も
講
座
を

重
ね
な
が
ら
続
い
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
に
は
、
図
書
館
の
先
進
的
な

活
動
や
市
民
と
取
り
組
む
創
造
的
な
活
動

を
評
価
す
る「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・

イ
ヤ
ー
２
０
１
６
」
に
お
い
て
、
全
国
で

表
彰
さ
れ
た
4
図
書
館
の
中
の
優
秀
賞
を

受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

令
和
元
年
6
月
開
催
の
「
ア
メ
リ
カ
図
書

館
協
会
（
Ａ
Ｌ
Ａ
）
年
次
大
会
（
ワ
シ
ン

ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．）」
の
ジ
ャ
パ
ン
セ
ッ
シ
ョ

ン
に
お
い
て
、
当
図
書
館
の
発
表
の
機
会

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
も
応
援
に
行
き

ま
し
た
が
、
50
か
国
以
上
か
ら
約
2
万
人

の
図
書
館
関
係
者
が
集
ま
る
世
界
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
で
、
そ
の
規
模
の
大
き
さ
に
驚

き
ま
し
た
。

町
で
は
、
オ
ガ
ー
ル
の
立
ち
上
げ
か
ら

お
世
話
に
な
っ
た
有
識
者
の
方
々
に
そ
の

後
も
ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
日
詰

商
店
街
を
中
心
に
開
催
し
た
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
も
そ
の
１
つ
で
、
平
成

27
年
か
ら
２
回
開
校
し
ま
し
た
。
全
国
か

ら
大
勢
の
方
が
参
加
し
、
そ
の
関
係
で
現

在
も
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。
実
際
に
、

閉
店
し
た
美
容
室
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
、
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
＆
キ
ッ

シ
ュ
の
専
門
店
を
開
業
し
た
方
や
、
古
い

民
家
を
自
分
で
改
装
し
て
学
生
た
ち
が
集

ま
る
場
所
に
し
、
最
近
は
カ
フ
ェ
も
始
め

た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
方
等
が
お
り
、

若
い
人
た
ち
の
感
性
で
、
小
さ
く
て
も
面

白
い
場
を
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。

町
の
中
央
を
通
る
国
道
４
号
沿
い
に

あ
っ
た
旧
役
場
庁
舎
の
跡
地
に
は
、
今
年

７
月
７
日
に
町
内
企
業
が
「
ひ
づ
め
ゆ
」

を
開
業
し
ま
し
た
。
温
浴
サ
ウ
ナ
を
中
心

に
、
ハ
ー
ド
サ
イ
ダ
ー
醸
造
所
、
レ
ス
ト

ラ
ン
が
併
設
さ
れ
、
隣
に
は
県
指
定
有
形

文
化
財
と
な
っ
た
明
治
31
年
建
設
の
旧
紫

波
郡
役
所
庁
舎
が
建
っ
て
お
り
、
新
旧
建

物
が
並
ぶ
ス
ポ
ッ
ト
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
の
町
の
課
題
は
、
約
７
年

か
け
て
規
模
の
小
さ
い
小
学
校
の
再
編
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
に
伴
い
閉
校
し
た
７
つ

の
小
学
校
の
跡
地
活
用
で
す
。
明
治
の
学

制
以
来
１
４
０
年
以
上
地
域
の
中
心
で

あ
っ
た
小
学
校
が
無
く
な
る
こ
と
の
喪
失

感
は
大
き
く
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
１
校
で

あ
る
旧
長
岡
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
オ

ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
き
た

㈱
オ
ガ
ー
ル
が
、
吉
本
興
業
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
㈱
ほ
か
１
社
と
㈱
吉
本
・
オ
ガ
ー

ル
地
方
創
生
ア
カ
デ
ミ
ー
を
設
立
し
、
地

域
の
将
来
を
担
う
人
材
の
育
成
、
農
林
業

の
発
展
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
新
産
業

の
創
出
に
向
け
た
取
組
で
あ
る
「
ノ
ウ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
り
活
用
が
図
ら
れ

る
運
び
と
な
り
、
来
年
４
月
の
開
校
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
こ
の
取
組
に
関
し
、
内
閣
府
地
方

創
生
推
進
事
務
局
、
同
ア
カ
デ
ミ
ー
お
よ

び
町
の
３
者
は
、
新
し
い
地
域
活
性
化
モ

デ
ル
の
構
築
を
目
的
と
し
、
今
年
６
月
末

に
連
携
協
力
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
令
和
３
年
６
月
に
は
当
町
出

身
者
で
Ｉ
Ｔ
企
業
を
起
こ
し
東
証
マ
ザ
ー

ズ
上
場
ま
で
至
っ
た
㈱
エ
ル
テ
ス
が
、
東

京
に
あ
っ
た
本
店
を
オ
ガ
ー
ル
の
一
画
に

移
転
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
当
町
に
お

け
る
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
を
目
的
に
包
括
連

携
協
定
を
結
び
、
今
年
度
か
ら
社
員
１
名

を
町
に
派
遣
し
て
い
た
だ
き
、
Ｄ
Ｘ
に
取

り
組
み
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

オ
ガ
ー
ル
を
き
っ
か
け
に
現
在
も
色
々

な
方
々
に
応
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
流
れ
を
さ
ら
に
広
げ
、「
お
が
り
」

続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

随  想

熊
くま

谷
がい

　　 泉
いずみ

岩手県紫
し

波
わ

町長　

おがり続けるために
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